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県立高等学校再編計画及び第2期実施プログラム案について 
　平成元年3月をピークに中学校卒業者数は大幅に減少しています。高校として、活力と魅力にあふれる学校生活を送れるような学校

にするためには、統合による適正な学校規模の維持が必要です。また、生徒の多様化や社会情勢の変化に対応するため、より魅力ある高

等学校づくりが求められています。このようなことから、県教育委員会では、平成14年11月に「県立高等学校再編計画」を作りました。 

　今回、公表した「第2期実施プログラム案」は、平成14年11月に決定した「第１期実施プログラム」に引き続いて、高校の適正規模を

確保するとともに、多様な学習要望や時代の変化等に対応し、生徒の個性や能力を伸長させることや、特色ある学校をバランス良く配置

することなどを考えて計画したものです。 

県立高等学校再編計画について （平成14年11月 決定） 県立高等学校再編計画について （平成14年11月 決定） 中学校卒業者数と県立高校数の状況 中学校卒業者数と県立高校数の状況 
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目指すべき 
県立高等学校像 

●生徒がその個性を最大限に生かせ、夢の実現 
　に一役買ってくれる学校 
●生徒や教職員が生き生きと活動して元気のあ
　る学校 
●地域の人が集い､地域に愛される学校 

計画の概要 

平成14年度から平成
23年度までの10年
間をかけて順次進め
て行きます。 

●高等学校の統合　　【142校→127校程度】
●単位制高校の設置　　　　　　【16校程度】
●総合学科の設置　 　　　　　　【9校程度】
●中高一貫教育校の設置　　　　 【4校程度】
●（仮称）総合技術高校の設置　　【2校程度】
●女子校の共学化　　　　　　【原則共学化】
●特色ある学科の設置 
　　　　　【芸術科2校程度、情報科2校程度】
●三部制定時制高校の設置　　　　【3校程度】
●通信制独立校の設置　　　　　　　 【1校】
　 

 

全　県 

中学校卒業者数 県立高校数 

注）平成16年度以降の中学校卒業者数は、平成15年5月1日現在の在籍生徒数に基づき推計した値です。 

山武農業 
白　　里 統合 

安　房 
安房南 統合・共学化 

柏西 
柏北 統合・情報科設置 

館　　山 
安房水産 統合 

流山中央 
流 山 東  統合 

銚子商業 
銚子水産 統合 

市原八幡 単位制 

生浜 三部制 定時制 

銚子 共学化 

千葉東 単位制 

船橋西 単位制 

千葉 併設型中高一貫教育校 

君津 英語系コース設置 
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＝学区 

千葉県教育庁 

　元年 

97,786人 

144校 

　15年 

59,176人 

142校 

　24年 

約55,000人 

127校程度 

 

中学校卒業者数 

学　　校　　数 

対象校 使用校舎 年度 設置学科 

柏西・柏北 

流山中央・流山東 

山武農業・白里 

安房・安房南 

柏西 

流山中央 

銚子商業 
（ 実習等は銚子水産校舎 ） 

山武農業 

安房 

館山 
（ 実習等は安房水産校舎 ） 
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20

20

20

20

20

普通 、 情報 

普通 、 国際理解 

商業 、 水産 

普通 、 農業 

普通 、 英語 

工業 、 商業 
水産 、 家庭 

銚子商業・銚子水産 

館山・安房水産 

対象校 年度 設置学科 

市原八幡 

千葉東 

船橋西 

18

20

20

普通 

普通 

普通 

対象校 年度 設置学科 

生浜 19 普通 

対象校 年度 設置学科 

千葉 20 普通 

対象校 年度 設置学科 

銚子 

安房南 （ 再掲 ） 

19

20

普通 

統合を参照 

対象校 年度 設置学科 

君津 

柏西・柏北 （ 再掲 ） 

18

19

普通 

情報 

備　考 

英語系のコース設置 

■統合 

■単位制の導入 

■併設型中高一貫教育校 

■共学化 

■三部制定時制高校の設置 

■特色ある学科等の設置 

※統合時に、在校生は入学時の学科で、使用校舎欄の校舎で学習します。 

※千葉ニュータウン地
　区については、印旛
　高校を平成21年度
　に移転する方向で
　引き続き検討します。 
※統合校などの校名
　については、今後検
　討します。 

ゆ め つ ど げ ん き 

①郵便番号 ②住所 ③氏名 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥職業を書いて、郵便、ファックス、ま

たは電子メールで御意見をお寄せください。  

（電話による御意見の受付は致しかねますので御了承願います。） 

なお、プログラム案の詳細は県教育委員会ホームページを御覧ください。また、プログ

ラム案を郵送希望の方は、90円分の切手を貼付し、郵便番号、住所、氏名を明記した

返信用封筒を同封してお申し込みください。 

御意見募集の締め切り：平成16年2月29日（日）必着 
提出先・問い合わせ：〒260-8667（住所省略可） 
　　　　　　　　 県教育庁企画管理部　県立学校改革推進課 
電話 043（223）4016　ファックス 043（221）8124  
ホームページアドレス　http://www.edu.pref.chiba.jp/  
電子メールアドレス　　kyo-saihen@mz.pref.chiba.jp   

第2期実施プログラム案への御意見を募集しています。 

第2期実施プログラム案について 第2期実施プログラム案について 




